
プロセス調停の基礎



調停の流れ

土俵をつくる

まとめる

ひろげる

時間

広がり
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話し合いに構造を
与えるのが調停人
の役割



調停の流れ

１．準備

２．話し合いの開始

４．利害に基づく課題の特定

５．選択肢の開発

７．終結

３．相互理解促進（利害・本音を探る）

６．合意文書作成

＜ひろげる＞

＜収束する＞

傾聴スキル

ホワイトボード

①申立て－主張
②相手方への参加の呼びかけ
③相手方の答弁－主張

別席手続活用
傾聴スキル

時間

広がり
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対話型調停の流れ・構造
挨拶/契約 安心・安全な場を保証

手続への期待を醸成
話し合い方への合意

声 (Voice) 参加者が対等に語れる時間を
持つ

選択 (Choice)
現実的に取り得る選択肢をはっ
きりさせる
当事者が自分で決める

課題の特定

合意文書作成 4



調停人関与の全体像
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抽象的

具体的
調停人主導 当事者主導

はじめの挨拶

相互理解促進

課題の特定

選択肢の開発

合意

〔共通性確認〕

〔引き取り〕

〔各々の語り〕

〔促し〕
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